
 

 

 
 

授業のオンライン化に伴い、Google Meet によるライブ配信（テレビ会議）型の授業に参加する場合があります

が、その際マイクと Web カメラがうまく接続できないといったお悩みを耳にします。 

各自お使いの PC 周辺機器に違いはありますが、以下のマイクと Web カメラの確認項目は Windows 10 を 

お使いならば共通項目ですので、接続不良の際はご確認ください。 

 
 

➊  Google Meet に使用されているデータを一度リセットする                                     

 

ブラウザの URL バーの左側にある「鍵マーク」をクリックすると、許可の一覧が表示されます。 

表示されたダイアログの最下部にある「サイトの設定」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用状況の「データを削除」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Google Meet リセット】マイクと Web カメラの接続リセット方法（2020/05 現在） 



「サイトデータを削除しますか？」ダイアログボックスが表示されますので、「削除」をクリックします。 

すると、使用状況データがクリアされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➋  Google Chrome によるカメラの利用をリセットする                                     

 

Chrome のアドレスバーに「chrome://settings/content/camera」と入力し Enter を押します。 

するとカメラの設定画面に移動します。 

「アクセスする前に確認する（推奨）」の右にあるスライドボタンをクリックして「無効」にします。 

「許可」の下に「https://meet.google.com:443」があれば、右の   マークをクリックして「削除」します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



カメラの設定が無効になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この状態で Google Meet のページを更新します。すると「カメラがブロックされています」という警告画面が 

表示されますので、次の項目で表示手順に従い再度マイクとカメラの接続を許可します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



➌ リセットされたマイクとカメラの再許可                                     

ブラウザの URL バーの右側にある「カメラマーク」をクリックすると、「カメラとマイクがブロックされて 

います」の表示で「カメラとマイクへのアクセスを引き続きブロックする」の設定になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「https://meet.google.com によるカメラとマイクへのアクセスを常に許可する」にチェックし、「完了」を 

クリックすると再度カメラとマイクが認識されます。 

 

 

 

 

 

 


